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１．諸言 

 近年、子どもの体力低下が深刻な問題となっ

ており、『体力・運動能力調査（新体力テスト）』

の結果によると、昭和 60年頃から体力・運動能

力の低下が続いている。 

そこで本研究では、小学校体育の中で古武術

を基にした準備運動を毎時間継続的に指導する

ことによって運動の基本的な要素である走・

跳・投能力が向上するのかを明確にし、今後の

小学校の準備運動に生かす一つの資料とするこ

とを目的とする。 

２．研究方法 

 被験者は、滋賀県大津市立の小学校の古武術

未経験者である 5年生 57名（男子 26名 女子

31名）を対象とした。古武術を基にした準備運

動指導前後に 50ｍ走（走）、立ち幅跳び（跳）、

ソフトボール投げ（投）の記録を測定し、その

記録の比較をした。準備運動の指導については、

初回の授業は 45 分、2 回目以降は約 10 分とし

た。実施期間は 3週間であり、計 6回実施した。 

３．結果と考察 

表 実験前後の新体力テストの平均値 

 

 

表を見ると、50ｍ走は男子-0.17 秒、女子

-0.19秒、立ち幅跳びは男子 11.84ｃｍ、女子

16.63ｃｍ記録が伸びており、男女ともに古武

術を基にした準備運動を指導することによって

走・跳能力が向上したと言える。しかし、ソフ

トボール投げは実験前から男子-0.52ｍ、女子

-0.33ｍと記録が落ちており、投能力は向上し

なかった。羽原は投の運動能力を高めるために

は、投動作を習得する必要があると報告してい

る。したがって、本研究で考えた古武術を基に

した準備運動の指導のみで投能力を向上させる

ことは難しく、投能力を向上させるためには投

動作の指導が必要不可欠であると考えられる。 

４．まとめ 

 今回の実験結果から、古武術を基にした準備

運動を指導することによって走・跳能力が向上

したと言える。しかし、投能力については、記

録が伸びず、指導前よりも記録が悪くなってい

た児童が多かった。その理由として、ステッ

プせずに投げていた児童やボールを砲丸投げ

のように押し出すような投げ方をしていた児

童が多かったことから、投げ方がわからない

ために記録が向上しなかったことが考えられ

る。本研究では、投能力を向上させるためには、

投動作の習得が必要であることが明らかになっ

た。準備運動の中で投動作を習得できるような

内容を考えていくことが今後の課題である。 
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